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　東邦大学医療センター大森病
院の NICU は，1997 年に開設
された．東京都には現在，13
の総合周産期母子医療センター
があるが，同院が担当している
のは主に大田区・ 品川区・目
黒区などの東京都南部（城南地
区）である．
　新生児科教授の与田仁志先生
は，「総合病院ということを生
かし，外科系のさまざまな疾患
に対応できることが，うちの強
みです」と話す．同院には小児

医療センターがあるので，新生
児期であってもさまざまな分野
の外科手術に対応できるのだそ
うだ．NICU の医師は，コーデ
ィネーターとして他科と連携し
ているが，その連携先は形成外
科，小児外科，心臓外科，脳外
科，腎センターなど多岐にわた
る．
　さらに，胎児頻脈性不整脈の
経胎盤的薬物治療も行ってい
る．この治療は全国でまだ 8 施
設しか行っていないため，遠く
東北から MFICU へ入院する母
親もいる．

　NICU の医師と看護師が共に
決めた病棟方針がある．それは，

「胎児から新生児への一貫した
医療を行い，周産期死亡率を減
少させ後遺症のない小児の育成
を図る」というものだ．生まれ
る前から赤ちゃんを診ることを
とても大切にしているが，中で
も胎児超音波検査外来は「胎児
から診る」最たるものであろう．
この外来は，新生児科医が産婦
人科医と連携して行っている．
完全紹介制で，スクリーニング
で問題があった症例について，
心臓や消化管などの形態異常を
超音波検査で診断する．年間
130 人ほどが受診し，その約半
分が胎児管理のため入院する．
胎児超音波検査の際には臨床心
理士が毎回付き添っているの
で，母親にとっては，赤ちゃん
が生まれる前から，そして生ま
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NICU・GCU では，多職種が一

丸となって，胎児期から出生後ま

で一貫して赤ちゃんを診るという

方針を掲げている．赤ちゃんの幸

せのために，院内の教育だけでな

く，院外に向けても積極的に働き

掛けを行っている同院でお話をう

かがった．
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NICU・GCUスタッフの皆さん

外科治療に最先端医療――
総合病院だからできること

生まれる前からずっと
赤ちゃんを見守り続ける
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れた後もずっと話を聞いてくれ
る人がいるという点で安心でき
るそうだ．
　NICU スタッフと MFICU と
の連携も密に行われている．例
えば NICU スタッフが MFICU
の助産師と相談し，希望がある
母親や「見学してもらう方がい
い」とスタッフが判断した妊婦
には，車いすで NICU へ見学
に来てもらうという．看護師長
の加茂あゆみさんは，「お母さ
んはこれからどうなるか分から

ず，非常に不安に思っています．
そこで，NICU がどんなところ
かを分かってもらえるように見
学 に 来 て も ら っ て い ま す．
MFICU にも NICU の写真が貼
ってあって，お母さんがイメー
ジしやすいようにしているんで
すよ」と教えてくれた．
　今後は，生まれる前からのプ
ライマリー制にも取り組みたい
という．現状に満足せず，より
赤ちゃんと家族に優しいケアを
提供したいという気持ちがそこ

にある．

　先に紹介した病棟方針の他に
も，NICU・GCU の看護師が決
めた共通の病棟ビジョン「赤ち
ゃんを幸せにする看護」がある．
同院看護部の理念は「患者の心
に寄り添う看護」であるが，そ
れを NICU・GCU でのケアに
どうつなげるかについてグルー
プを作って話し合ったところ，

「赤ちゃんの幸せ」という言葉

廊下にある保育器は，空なのに電源が
入っていた．「断らない医療」をモッ
トーにしていて，急な受け入れでもす
ぐに対応するための配慮である．

東日本大震災以降に中身や置き場所を見直した災害用バッグ．非常用哺乳瓶やオム
ツなどの必需品がすぐ持ち出せ，中身の一覧表も入っている．取材時に震度3の地
震が起こったが，スタッフは反射的に保育器を押さえ，地震が静まった後は配管や
モニターをてきぱきと確認するなど，非常時に対する意識の高さがうかがえた．

病棟にはアメニティ係がいて，四季
折々の飾り付けを行っている．

昨年の入職者が作ったスタッフ紹介は日本地図付きの大作．出身地が一目で分かり，
話が弾みそうな逸品である（左）．新人紹介は可愛らしいハート型（右）．

赤ちゃんを幸せにする看護
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が一番しっくり来たのだとい
う．
　「赤ちゃんを幸せにするため
には，知識や技術，接遇などが
重要になってきます．看護師の
表情一つとっても，笑顔だけで
は駄目で，その場面に合わせな

ければいけません」と加茂さん
は話す．赤ちゃんの幸せを追求
するために，NICU は「赤ちゃ
んそれぞれの疾患をスタッフ一
人 ひ と り が 理 解 す る こ と 」，
GCU は「社会資源を学んでよ
り良い退院支援につなげるこ

と」というチーム目標をさらに
導き出し，日々のケアに当たっ
ている．

　院内留学制度も興味深い取り
組みである．スタッフが希望す
れば，数日～数週間にわたって
他病棟に行って業務を行うこと
ができる．
　例えば，NICU スタッフが「術
後管理を学びたい」と ICU へ
行く一方で，ICU スタッフが「赤
ちゃんのことを知りたい」と
NICU へ来たこともある．また，
退院支援を学ぶために小児科病
棟 で の 院 内 留 学 を 希 望 す る
GCU スタッフもいた．別の病
棟を経験することで，考え方が
変わったり視野が広くなる．何
よりも，多くの人と関わること
ができるのがメリットだとい
う．

　このように垣根が低いのは，
病棟間だけではない．今回お話
をうかがった医師や看護師は皆，

「多職種との連携の良さが自慢で
す」と口をそろえる．与田先生
が「医師と看護師だけではなく，
臨床心理士，ソーシャルワーカ
ー，医療事務スタッフなど，ど
の職種とも関わりやすいです．
医事課の人も，相談することが

NICU の看護師の役割は，赤ちゃん
と家族とをつなぐことだと考えてい
ます．ご家族のスタートを支えるた
めには，1人だけが飛び抜けた能力
を持っていることより，皆で一緒に支
えていくことが重要です．限られた
スペースの中で，明るく楽しい空間
にできるよう，皆で工夫しています．
看護師長補佐，新生児集中ケア認定看護師
橋谷順子さん

この病棟には，さまざまな外科系疾
患を持っている赤ちゃんが入院する
ため，看護師は外科系の疾患の看護
も実践しています．MFICU も 9床
あり母体搬送も積極的に受け入れて
いるので，産科との情報交換を毎日
行うことで風通しを良くしています．
看護師長
加茂あゆみさん

東邦大学は，全国に先駆けて新生児
学講座を開設し，今も周産期人材育
成推進事業を行っています（p.79）．
医師や看護師が e- ラーニングの講師
を務めたり，NCPRの講習会を無料
で開催したりして，周産期医療の充
実に貢献できるよう努めています．
新生児科教授
与田仁志先生

私は教育担当をしています．当院は
研修が充実していて，段階に応じた
ステップを踏んでいくことができま
す．それぞれの赤ちゃんの疾患につ
いては，先生がホワイトボードを病
棟に持ってきてその場でレクチャー
してくれるので，個別のケアに生か
すことができます．
新生児集中ケア認定看護師
西田朋子さん

垣根の低さが強み！

院内留学制度で他の病棟ス
タッフと学び合う
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あるとすぐに病棟に来てくれて，
直接話をするんです」と言うと，
看護師の西田朋子さんも「与田
先生をはじめ，医師は皆話しや

すいですね．フットワークも軽
く，看護師の提案にも，『やろ
う！』とすぐに乗ってくれます」
と語る．職種を超え，院内外を

問わず，皆で周産期医療をより
良くしたいという思いにあふれ
る病棟だった．
� （取材／編集部）

定床● NICU12床，GCU24床
スタッフ●医師6名，研修医6名，看護師

28名（NICU）・23名（GCU），臨床

心理士1名，病棟薬剤師2名，ヘルパ

ー2名，クラーク1名

看 護 体 制 ● 2 交 替． 日 勤：NICU7 名，
GCU6名／夜勤：NICU・GCU各4名

面会時間● 13:00～ 20:00
入室可能な人●赤ちゃんの両親

1

1．病院の外観
2．NICUの様子
3．GCUの様子

2
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　東邦大学は，2010年に文部科学省の大学改革推進等補助金事業「周産期医療に関する専門的
スタッフの養成」の実践校に選ばれた．出生前から介入できる人材を育てることを目標に，院内外
の教育に力を注いでいる．これまで，研修医や看護師・助産師・臨床心理士の教育プログラム，女
医支援・復帰支援プログラム，地域連携プログラムなどを実施してきた．人材育成推進室長の広田
幸子先生は，「人材は急には増えませんが，新生児科を軸にしながら，産科・小児科と協力し合っ
て基盤を作ってきました．本事業は2014年度までですが，今後どのようにつなげていくかが課
題です」と話す．活動報告書を作成しているほか（左），今年は研修医向けの手帳も作成した（右）．


